請求書を秘書に作らせる　もとに戻る→index.htm
　コンピュータは融通が効かないけど，文句は言わないあなたの秘書です．誰ですか，それって今は立場が逆何て言っている人は！　ええ，あなたが秘書ではなくて，あなたの秘書になるよう飼い慣らしましょうネ．

　きょうのストーリーは，この科目の打ち上げコンパを企画していて，お金持ちの偉いお方に（例えば，学長先生とか，文部科学大臣，総理大臣）に，その費用を出費してもらおうと，請求書をかいてみましょう．でも，デートの待ち合わせ時刻が気になるので，掛け算・足し算はあなたやってと秘書に任せますが，融通の効かない秘書には，どことどこの積なのか和なのかを，「=A1*B1」などと指定してあげる必要があります．

　このファイルの適当なところをクリックしてみましょう．すると，どの欄にどのような指示がしてあるかわかるはずです．この教室でのご要望に合わせて，注文数を変えてみてください．／
（予備知識）　別ファイルにします．seik_yobi.doc
（補足作業）

１．ある欄に，「弥生」と入れます．その欄の右下にプレイスすると，マウスポインタが黒十字になります．その状態のまま，下へドラッグしてみましょう．「Wednesday」とか，「1」，「4」（という２つの欄を選んでおいて，黒十字ドラッグ）だとどうなりますか？＜黒十字ドラッグの公式名称はオートフィル，欄の公式名称は，セルって言います．＞
２．表が読みにくくなったら，行の幅とか列の高さを変えてみましょう．

カジノのルーレットのように上や左の見出しをクリックすれば，その列とか行とかの全体を選んだことになります．では，左上端をクリックすると？
３．メニューバの「書式（O）－セル（Ｅ）」を覗いてみて下さい．
